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【はじめに】キャビティポラリトンは微小共振器中での光子と励起子の強結合によって形成され、

そのボーズ粒子性に起因したエネルギー凝縮状態へと遷移することができ、反転分布を必要とし

ない低閾値でのレーザ発振原理としての可能性がある。室温ポラリトンによるレーザ発振を達成

するために励起子束縛エネルギーの大きい有機半導体材料などを用いたアプローチがなされてい

るが、フレンケル励起子のもつ局在性の強さに起因した凝縮閾値の高さといった問題がある。我々

はこの課題に対して、無機半導体励起子であるワニエ励起子のもつ非局在性と大きな励起子束縛

エネルギーによる励起子の室温安定性といった特徴を併せ持つ全無機ペロブスカイト材料の

CsPbBr3に着目し、その単結晶を活性層としたマイクロキャビティを作製し、その発光特性を測定

した。 

【実験・結果】DBRミラー (SiO2/TiO2×9pairs) 上に滴下した CsPbBr3前駆体溶液に貧溶媒蒸気ア

シスト法を用いることで CsPbBr3単結晶を成長させ、DBR/CsPbBr3ハーフキャビティ(Fig. 1)を作

製した。このようにして作られたサンプルについて 405 nm (cw) の励起光による発光スペクトル、

およびその角度分解特性を測定した。まず、Fig. 2の発光スペクトルから、約 2.31eVをピークに

もつ発光モードがあることがわかる。これはバルク CsPbBr3の発光とは異なっており（ピークエ

ネルギー~2.37 eV）、キャビティ構造の付与に由来するモードである。また、角度分解発光特性 (Fig. 

3) からこの発光モードに観測角の増加によるピークのブルーシフトが存在することもわかる。吸

収測定からは、CsPbBr3の励起子モードは約 2.4 eVにあることが分かっており、確認されたモー

ドがキャビティモード、または、励起子モードとキャビティモードが強結合することによって得

られるポラリトンモードであることが示唆される。また、DBRミラー2枚によるフルキャビティ

での光学特性の評価も行っており、当日の発表ではそれらの結果についても紹介する。 

Fig.1:Structure of CsPbBr3 half cavity Fig.2:PL spectrum of CsPbBr3 half cavity Fig.3:Angle-resolved PL spectra 
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